
　

調
査
対
象

　
当
所
会
員
事
業
所
か
ら
任
意
抽
出

し
た
９
７
０
企
業
を
対
象
に
調
査
を

実
施
し
、
回
答
は
４
１
３
企
業
、
回

答
率
42
・
6
％
で
あ
っ
た
。

　

業
種
別
回
答
状
況

・
製
造
業　
　
　
　
23
・
7
％

・
建
設
業　
　
　
　
15
・
3
％

・
卸
売
業　
　
　
　
5
・
8
％

・
小
売
業　
　
　
　
22
・
0
％

・
飲
食
業　
　
　
　
4
・
4
％

・
サ
ー
ビ
ス
業　
　
20
・
6
％

・
交
通
運
輸
業　
　
8
・
2
％

　

従
業
員
数
別
回
答
状
況

・
0
～
5
人　
　
　
58
・
1
％

・
6
～
20
人　
　
　
24
・
0
％

・
21
～
50
人　
　
　
9
・
7
％

・
51
～
１
０
０
人　
2
・
9
％

・
１
０
１
人
以
上　
5
・
1
％

・
未
回
答　
　
　
　

0
・
2
％　
　

　

①
現
況
と
今
後
の
見
通
し

（
Ａ
）
現
況

　
全
体
で
は
「
良
い
」「
や
や
良
い
」

が
13
・
3
％
（
前
回
16
・
１
％
）、「
や

や
悪
い
」「
悪
い
」
が
48
・
２
％
（
前

回
38
・
３
％
）
と
な
り
、
Ｄ
Ｉ
値
は

△
34
・
9
で
、
前
回
（
△
22
・
2
）

よ
り
12
・
7
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
値
は
全
て
の
業
種
で

悪
化
し
た
。

（
Ｂ
）
今
後
の
見
通
し

　
全
体
で
は
「
良
い
」「
や
や
良
い
」

が
9
・
4
％
（
前
回
9
・
5
％
）、「
や

や
悪
い
」「
悪
い
」
が
44
・
6
％
（
前

回
44
・
8
％
）
と
な
り
、
Ｄ
Ｉ
値
は

△
35
・
2
で
、
前
回
（
△
35
・
3
）

と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
業
種
別

の
Ｄ
Ｉ
値
は
小
売
業
と
交
通
運
輸
業

令
和
2
年
１
月
調
査
結
果

景
気
動
向

景
気
動
向

景
気
動
向

松
阪
の

　

当
所
で
は
、
松
阪
地
域
の
景
気
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
今
後

の
商
工
会
議
所
事
業
活
動
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

2
回
（
1
月
と
7
月
）
景
況
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
、
1

月
実
施
の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

現況について
業　種 調査時期 良　い やや良い 変わらない やや悪い 悪　い D I 値

製　　造

建　　設

卸　　売

小　　売

飲　　食

サービス

交通運輸

総 合 計

Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月
Ｒ2年1月
Ｒ1年7月

  19.0
20.3

0.0
1.7
0.0
0.0
0.0
1.2
0.0
0.0
5.9
0.0
2.9
5.9
1.9
1.8

4.1
7.8

43.9
45.6

39.8
30.0

9.2
13.3

△42.9
△32.2

47.6
57.6

27.0
16.9

6.3
3.4

△14.3
1.7

  8.3
17.6

29.2
44.1

45.8
32.4

16.7
5.9

△54.2
△20.7

11.0
5.8

25.3
40.7

44.0
32.6

19.8
19.8

△52.8
△45.4

  16.7
23.8

22.2
33.3

50.0
28.6

11.1
14.3

△44.4
△19.1

14.1
18.4

40.0
48.7

27.1
22.4

12.9
10.5

△20.0
△14.5

  11.8
23.5

50.0
41.2

29.4
20.6

5.9
8.8

△20.6
0.0

  11.4
14.3

38.3
45.8

36.1
26.5

12.1
11.8

△34.9
△22.2

2.0
3.3

※DI値（現況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断の
状況を表す。
　ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き
傾向を表す回答の割合が多いことを示す。
　従って、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、
強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
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20.0
〈ＤＩ値〉 現況と今後の見通し推移

今後の見通し

Ｈ
29
年
１
月

Ｈ
28
年
７
月

Ｈ
28
年
１
月

Ｈ
27
年
７
月

Ｈ
27
年
１
月

Ｈ
29
年
７
月

Ｈ
30
年
１
月

Ｈ
30
年
７
月

Ｈ
31
年
１
月

Ｒ
1
年
７
月

Ｒ
2
年
1
月

業　種 調査時期 良　い やや良い 変わらない やや悪い 悪　い わからない D I 値

製　　造

建　　設

卸　　売

小　　売

飲　　食

サービス

交通運輸

総 合 計

R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月
R2年1月
R1年7月

5.1
7.8

43.9
36.7

  32.7
34.4

10.2
13.3

7.1
6.7

△36.8
△38.8
△15.8
△20.3
△37.5
△44.2
△56.1
△51.2
△38.9
△52.4
△20.0
△23.7
△44.2
△17.7
△35.2
△35.3

1.0
1.1

  14.3
8.5

  42.9
50.8

  25.4
25.4

6.3
5.1

 9.5
8.5

1.6
1.7

  8.3
8.8

37.5
38.2

37.5
47.1

8.3
5.9

8.3
0.0

0.0
0.0

  4.4
8.1

27.5
27.9

42.9
34.9

17.6
24.4

7.7
4.7

0.0
0.0

  16.7
0.0

16.7
28.6

  38.9
38.1

16.7
14.3

11.1
19.0

0.0
0.0

  14.1
7.9

37.6
46.1

25.9
22.4

9.4
10.5

11.8
11.8

1.2
1.3

  2.9
17.6

41.2
41.2

35.3
29.4

11.8
8.8

8.8
0.0

0.0
2.9

  8.7
8.5

37.0
38.8

33.2
31.8

11.4
13.0

9.0
7.0

0.7
1.0

見通し値

現況値

は
悪
化
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
全
て

の
業
種
で
改
善
を
見
通
し
て
い
る
。

　

②
売
上
状
況
と
利
益
状
況

（
Ａ
）
売
上
状
況

　
全
体
で
は
「
増
加
」「
や
や
増
加
」

が
16
・
4
％
（
前
回
21
・
1
％
）、「
や

や
減
少
」「
減
少
」
が
49
・
1
％
（
前

回
44
・
1
％
）
と
な
り
、
Ｄ
Ｉ
値
は

△
32
・
7
で
、
前
回
（
△
23
・
0
）

よ
り
9
・
7
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
値
は
サ
ー
ビ
ス
業
で

改
善
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の

業
種
で
悪
化
し
た
。

（
Ｂ
）
利
益
状
況

　
全
体
で
は
「
増
加
」「
や
や
増
加
」

が
13
・
3
％
（
前
回
14
・
6
％
）、

「
や
や
減
少
」「
減
少
」
が
51
・
4
％

（
前
回
44
・
5
％
）、
Ｄ
Ｉ
値
は
△

38
・
1
で
、
前
回
（
△
29
・
9
）
よ

り
8
・
2
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
業

種
別
の
Ｄ
Ｉ
値
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
で

ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の

業
種
で
悪
化
し
た
。

　

③
販
売
条
件
・
仕
入
条
件

（
Ａ
）
販
売
条
件

　
全
体
で
は
「
好
転
」「
や
や
好
転
」

は
7
・
2
％
（
前
回
7
・
8
％
）、「
や

や
悪
化
」「
悪
化
」
は
27
・
3
％
（
前

回
27
・
8
％
）、
Ｄ
Ｉ
値
は
△
20
・

1
で
、
前
回
（
△
20
・
0
）
と
ほ
ぼ

横
ば
い
と
な
っ
た
。
業
種
別
の
Ｄ
Ｉ

値
は
建
設
業
で
改
善
、小
売
業
、サ
ー

ビ
ス
業
で
ほ
ぼ
横
ば
い
、
そ
れ
以
外

の
全
て
の
業
種
で
悪
化
し
た
。

（
Ｂ
）
仕
入
条
件

　
全
体
で
は
「
好
転
」「
や
や
好
転
」

は
3
・
3
％
（
前
回
3
・
8
％
）、「
や

や
悪
化
」「
悪
化
」
は
27
・
2
％
（
前

回
26
・
3
％
）
と
な
り
、
Ｄ
Ｉ
値
は

△
23
・
9
で
、
前
回
（
△
22
・
5
）

よ
り
1
・
4
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

業
種
別
の
Ｄ
Ｉ
値
は
製
造
業
、
卸
売

業
で
改
善
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
全

て
の
業
種
で
悪
化
し
た
。
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-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0
売上・利益状況の推移

売上

利益

Ｈ
29
年
１
月

Ｈ
28
年
７
月

Ｈ
28
年
１
月

Ｈ
27
年
７
月

Ｈ
27
年
１
月

Ｈ
30
年
１
月

Ｈ
30
年
７
月

Ｈ
31
年
１
月

Ｒ
1
年
７
月

Ｒ
2
年
1
月

Ｈ
29
年
７
月

経営上の問題点（３項目以内複数回答）
業　種 第１位 第２位 第３位

製　造　業

建　設　業

卸　売　業

小　売　業

飲　食　業

サービス業

交通運輸業

総　　　　合

前　　　　回

売上･受注の停滞減少

（50.0%）

人手不足

（52.4%）

人材育成

（31.6%）

売上･受注の停滞減少

（47.6%）

人手不足

（30.6%）

人材育成

（36.5%）

人材育成

（33.3%）

設備店舗の狭小老朽化

（25.0%）

競争激化

（33.0%）

人手不足

（27.5%）

設備店舗の狭小老朽化

（27.8%）

人手不足
競争激化
（22.2%）

売上･受注の停滞減少

（38.8%）

競争激化

（21.2%）

人件費の増加

（35.3%）

売上･受注の停滞減少

（32.4%）

人手不足

（37.3%）

人材育成

（24.5%）

人手不足

（38.0%）

競争激化

（25.5%）

売上･受注の停滞減少

（50.0%）

売上･受注の停滞減少

（62.6%）

売上･受注の停滞減少
原材料高及び不足
（33.3%）

人手不足

（41.2%）

人手不足

（67.6%）

売上･受注の停滞減少

（47.9%）

売上･受注の停滞減少

（43.3%）

〈ＤＩ値〉

※３項目以内選択

　

④
借
入
に
つ
い
て

（
Ａ
）
現
状
（
図
１
）

　
回
答
企
業
４
１
３
社
の
う
ち
、
借

入
を
実
施
し
た
企
業
は
１
７
８
社
、

43
・
1
％
（
前
回
１
６
１
社
、
40
・

3
％
）
で
あ
っ
た
。

（
Ｂ
）
予
定
（
図
２
）

　
全
体
で
は
、
回
答
企
業
４
１
３
社

の
う
ち
、
借
入
を
予
定
し
て
い
る
企

業
は
75
社
18
・
2
％
（
前
回
87
社
、

21
・
8
％
）
で
あ
っ
た
。

（
Ｃ
）
使
途
予
定
（
図
３
）

　

全
体
で
は
、
借
入
を
予
定
し
て

い
る
企
業
の
う
ち
、「
運
転
資
金
」

60
・
0
％
（
前
回
58
・
6
％
）、「
設

備
資
金
」
は
33
・
3
％
（
前
回
34
・

5
％
）、未
回
答
6・7
％
で
あ
っ
た
。

借入の現状（図1）借入の予定（図2）借入資金の使途予定（図3）

借入を
行なった
43.1%

予定あり
18.2%

未回答
6.7%

運転資金
60.0%

設備資金
33.3%

予定なし
81.8%

借入を
行なわなかった
56.9%

（R1.7～R1.12）（R2.1～R2.6）（R2.1～R2.6）
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